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楠原偕子教授 略歴および研究業績

略 年 譜

1935年4月 東京都 中野区千光前町14番 地に生 まれる

1942年4月 ～48年3月 小学校(国 民学校)〈 神奈川県逗子市，静岡県沼

      津市，山梨県八田村，徳島県大津村，京都市〉

1948年3月

1951年4月

1951年4月

1954年3月

1954年4月

1958年3月

1958年4月

1959年4月 ～60年3月

1960年4月 ～61年3月

1961年4月 ～62年3月

1962年3月

1962年4月 ～63年12月

1964年1月 ～67年6月

1967年9月

1968年10月

1969年4月

1970年1月

1971年4月

同志社女子中学校 入学

同上 卒業

京都府立桃山高等学校 入学

同上 卒業

同志社大学文学部英文科 入学

同上 卒業

同志社大学大学院文学研究科 入学

     同志社女子中学 ・高等学校 嘱託講師(英 語)

     石原産業海外派遣員養成講座 嘱託講師(英 語)

     京都大学医学部付属看護学校 嘱託講師(英 語)

同志社大学大学院文学研究科 退学

     劇団俳優座舞台部

     株式会社 白水社 「新劇」編集部 嘱託

Graduate School of Arts and Science(drama)，New York

University入 学(Fulbright graduate student)

同上 MA取 得

東洋英和女学院短期大学 専任講師(米 文学，英語)

「菊田賞」(1969年 度評論部門)受 賞

東洋英和女学院短期大学 助教授(米 文学，英語)
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1977年4月 慶 應義塾大学 助 教授(英 語)

1981年4月 同 上 教 授(英 語)

1983年1～7月 Tisch Schoo1， New York University(Fulbright visiting

      scholar)

1994年 度

1995年 度

1996年 度

1997年 度

1997年 度

1998年 度

1999年 度

1998年 度

1999年 度

1999年 度

2000年 度

1999年 度

2000年 度

2000年4月

2000年4月

文化庁芸術祭執行委員会 審査委員

文化庁 「移動芸術祭，こども芸術劇場及び青少年芸術劇場」

企画委員

同上

同上

文化庁派遣芸術家在外研究員及びインターシップ研修員選考

委員

同上

同上

芸術文化振興基金運営委員会専門委員会 委員

同上

文化庁 「アーツプラン21」(芸術創造活性化事業)審 査委員

会委員

同上

文化庁 平成11年度(第50回)芸 術選奨 選考審査員

同上

慶應義塾大学 退任

日本橋学館大学 教授

        主要業績

  (筆名 〈斎藤偕子〉使用のものを含む)

著 書(共 著)

American Literature in the 1940's. Tokyo Chapter of the American
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  Literature Society of Japan，1976.(共 著)

American Literature in the 1950's. Tokyo Chapter of the American

  ：Literature Society of Japan，1977.(共 著)

The Traditional and the Anti-Traditional. The Tokyo Chapter of the

  the American Literature Society of Japan，1980.(共 著)

『ア メ リ カ 文 学 を 読 む 』(共 著)太 陽 社 ，1981年 。

『ア メ リ カ 文 学 読 本 』(共 著)有 斐 閣 ，1982年 。

『戦 後 ア メ リカ 演 劇 の 展 開 』(共 著)文 英 堂 ，1983年 。

『ア メ リ カ の 文 化 』(共 著)弘 文 堂 ，1992年 。

『現 代 演 劇101物 語 』(共 著)新 書 館 ，1996年 。

ノapanese Theatre in the World. Japan Society， Inc. New York&The

  Japan Foundation，1997.(共 著)

学術論 文，評論

「Revoltの 演 劇 」 『新劇 』1969年2月 号。

「Revoltの 演 劇再 論」 『新劇』1969年6月 号。

「シ ェックナ ーの環境演劇 」 『英 語研究』1970年1月 号。

「演劇 の環境」 『テア トロ』1970年6月 号 。

「フ ァッッ」 『地下演劇 』第3号 ，1970年12月 。

「紅 テ ン トの唐十郎 」 『テ ア トロ』1970年11月 号 。

「ゲ リラ演劇U.S. A.J『 季 刊 同時代演劇 』第4号 ，1971年 。

「演劇 の聖 域 」 『テア トロ』1971年5月 号 。

「鎮魂 の ・秋浜悟史 」 『テア トロ』1971年11月 号 。

「今 日の前衛演劇 の方向」 『新劇』1972年1月 号。

「批評行為 の虚 と実」 『新劇 』1972年5月 号 。

「テネシー ・ウ ィ リアム ズ考1  オル フェウスの系譜」.『研究紀 要』 第11

  号 ， 東洋英 和女学 院短 期大学 ，1972年 。

「演 出家 と舞台1一 千 田是 也の 『守銭奴 』」 『新劇 』1973年7月 号。』



 212

「演 出家 と舞台2一 一 蜷川 幸雄 の 『盲導犬 』」 『新劇』1973年8月 号。

「演 出家 と舞 台 ・番 外  〈冥 の会〉 の 『ゴ ドー を待 ちなが ら』」『新 劇』

  1973年10月 号 。

「演 出家 と舞台3一 唐 十郎 の 『海の牙 』」 『新劇』1973年11月 号 。

「テネ シー ・ウ ィリアムズ考2  道 化 の役 割」 『研究紀 要』第12号 ，東洋

  英 和女学 院短 期大学，1973年 。

「テネシー ・ウ ィリアムズ考3  地 獄 のユ リー デスた ち」 『研究紀 要』第

  13号 ， 東洋英 和女学 院短 期大学 ，1974年 。

「途方 もない喜劇 の主人公 たち  40年 代 アメ リカ ・ポピュラー演劇」 『研

  究 紀 要』 第14号 ，東洋英 和女学 院短 期大学 ，1975年 。

「ノー スロ ップ ・フ ライの批評 方法論 の示唆す るもの  シ ェイクス ピアの

  喜劇 とロマ ンスの場合 」 『あ ・えむ ・で，演劇論 研究1』 ，1975年 。

「現代演劇 にお け る道化 の登場一 テネシ イ ・ウイ リアム ズ 『カ ミノ ・リア

  ル 』」 『アメ リカ文学32』 ， 日本 アメ リカ文学会 東京支部 ，1976年 冬

「`民主主 義'の 道 化 師  つ か こ うへ いの道 化 芝居 の世 界」 『テア トロ』

  1976年12月 号 。

「現代演劇 にお け る`独 白'の ドラマ と`語 り'の ドラマ」 『あ ・えむ ・で，

  演 劇論研 究2』 ，1976年 。

「『欲望 とい う電車』 の背景」 『悲劇喜劇 』1977年4月 号。

「内 的 ア ク シ ョンの ドラマ  カ ー ソ ン ・マ ッカ ラーズ 『結 婚 式 の メ ン

  バ ー』(劇)の 場 合」 『研究紀要 』第15号 ，東洋英和 女学院短期 大学，

  1977年 。

「現代 メ ロ ドラマ試 論  A・ ミラー 『セール スマ ンの死』 の場合」 『あ ・

  えむ ・で， 演劇論研究3』，1977年 。

「体 験的現代 観客状況 論」 『テ ア トロ』1978年5月 号。

「狂気 と革命 と演劇 と ・序論 」『あ ・えむ ・で，演劇研 究4』 ，1978年 。

「演劇 の中心一 劇 文学 と舞 台 と世界 の相 関構造 につ いて」 『あ ・えむ ・で，

  演 劇論研 究5』 ，1979年 。
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「60年 代 アメ リカ前衛演劇 の先駆 」 『英 語青年』XXVI/9，1980年9月 号。

「リビング ・シアター(初 期 の歴史)」 『あ ・えむ ・で，演劇論 研究6』1980

  年 。

「テネ シー ・ウ ィ リア ムズ の小 説 の 世界 」 『ス トー ン夫 人 の ローマ の春 』

  (T.ウ ィ リアム ズ著， 斎藤偕子訳)， 白水社，1981年 。

「二大 拠点 〈ブ ロー ドウエイ〉の作 家 と観客 」『テア トロ』1982年5月 号。

「『ニ コ ラス ・ニ クル ビイ』物 語，1～6」 「テア トロ』，1982年 ～1983年 。

「`周辺の劇場'夢 想」 『新劇』1985年11月 号 。

「オープ ン ・シアター，1-V」 『日吉紀 要 〈英 語英 米文 学 〉』No.2，3，

  5，7，10， 慶 應義塾大学 ，1985-1988年 。

「西部の ドン ・キホーテ  サ ム ・シェパ ー ドの世界」 『テア トロ』1986年

  9月 号 。

「日本 にお け るオニ ール劇 の受容」 『英 語青年 』XXXIV/8，1988年8月 号。

「アメ リカ演劇 の 日本 にお ける翻 訳 と上 演 につ いて ：1960年 か ら1989年 ま

  で の 変 遷」 『アメ リカ 研 究 資料 セ ンター年報 』No.14， 東 京大 学，

  1990年 。

「カフ ェ ・チー ノ」 『日吉紀要 ：言語 ・文化 ・コ ミュニケ ーシ ョン』No.14，

  慶 應 義塾大学 ，1994年 。

「西洋戯 曲 と 日本 の伝統 演劇 俳 優 の コ ラボ レー シ ョン」 『コ ラボ レー シ ョ

  ン ：芸術 の可能性 』，慶應義 塾大 学 アー ト ・セ ンター/ブ ック レッ ト，

  01，1995年 。

「1960年 代 の ラ ・マーマE.T. C.」 『日吉紀 要 〈英 語英 米文学 〉』No.29， 慶

  應 義 塾大学，1995年 。

”Ways of Overcoming Language Barriers in the Theatre
， and Who Are

  Its Audience?”97 Theatre Symposium：lnterculturalism in Theatre，

  Korean Theatre Studies Association，1997.

”The Intercultural Structure：Tennessee Williams'AStreetcar Named

  Desire and Camino Real” 『藝 文研究』 第七十三号 ，1997年 。
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「ガ ー トル ー ド・スタイ ン と戦後 のニ ュー ヨー ク前衛 演劇(1)  先 駆 リ

  ヴ ィ ング ・シアター」 『藝文研究 』第七十五 号，1998年 。

r`パ ー フ ォーマ ンス'研 究 の虚 と実」 『会報 』No.21， 日本演劇 学会 ・西洋

  比 較演劇 研究会，1998年 。

「アメ リカ演 劇 と リア リズ ム? ナ チ ュラ リズ ム を越 えて」 『シア ター ・

  ア ー ッ』 第9号 ，1999年 一1。

「ヘルプ レス ・フ ァーザー ズ」『悲劇 喜劇』1999年7月 号。

「ア ーカイヴ活動 と 『役者』資料 」 『資料 ・田辺 コ レク シ ョン/「 役 者」』，慶

  應 義塾大学 アー ト・セ ンター，1999年 。

〈資料整備 ・調査 による冊 子作 成〉

『慶 應義塾 にお け る演劇 お よび周辺芸術教 育  現 状 と将来へ の展望』 「文

  化 財 としての上 演芸術 の今 日的課題 」研 究プ ロジ ェク ト，1994年 。

『資料 ・田辺 コレクシ ョン/「 役 者」』慶應義 塾大学 アー ト・セ ンター，1999

  年 。

〈その他演劇 批評家 と しての継続 的活動 〉

「年間 アメ リカ演劇報 告」 『国際演劇年 間』， 国際演劇協 会 ・日本 セ ンター，

  1984年 以 降。

月刊雑 誌一年 間 回顧 ，舞 台評 ，時 評，論 文，書 評 な ど担 当 『テ ァ ト、ロ』

  1990年 以 降。

〈口頭発表 〉

「現代 演劇 にお ける道化 の役割」， 日本 アメ リカ文学会東京支 部例 会，1976

  年1月 。

「現代 演劇 におけ る`ナ ラテ ィヴ'」， 日本 アメ リカ文学会東 京支部会例会 ，

  1977年11月 。

「オフ ・ブR一 ドウエ イ時 代 の リヴ ィング ・シア ター  オ フ ・オ フの萌

  芽 」， 日本英 文学会 第52回 大会，1980年5月 。

「ニ ュー ヨー ク前衛 演劇 とガー トル ー ト ・スタイ ン」， 日本英 文学会第67回

  大 会 ，1995年 ，5月 。
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”New Ways of looking at the Theatre Crossroads”The International

  Colloquium of Theatre Studies，'97(Japan Society for Theatre

  Researches)，1997.

”Ways of Overcoming Language Barriers in the Theatre
， and Who Are

  Its Audience?”97Seoul International Theatre Symposium(Kor-

  can Theatre Studies Association)，1997.

翻 訳

アーサー ・コー ピ ッ ト 「あ あ，父 さん，可哀 そ うな父 さん，母 さんが父 さ

  ん を洋 服 ダ ンスの中 に吊 って るんだ もの ね，ぼ く悲 しい よ」 『現代 演

  劇 ・2』 ，南雲 堂，1967年 。

アーサー ・コー ピッ ト 「娼婦 がテニ ス を しに来 る 日」 『今 日の米 英演 劇 ・

  4』， 白水社 ，1968年 。

マイケル ・ス ミス 「オフ ・オ フ ・ブ ロー ドウエ イの夜 明 け」

フ ランク ・オハ ラ 「将 軍帰 る」

ラ ンフ ォー ド ・ウ ィル ソン 「レデ ィ ・ブ ライ トの狂気 」

  以 上三作 品 『現代 アメ リカ戯 曲選集1』 ， 竹内書店，1969年 。

リヴ ィング ・シア ター 「パ ラダイス ・ナ ウ」 『現代 世界演劇17』 ， 白水社，

  1972年 。

テネ シー ・ウイ リアムズ 『ス トー ン夫人 の ローマ の春 』， 白水 社，1981年 。

アーサー ・コー ピ ッ ト 「あ あ父 さん，か わいそ うな父 さん，母 さんが あん

  た を洋服 だんす の中 にぶ ら下 げて るの だ もの ね， ぼ くほん とに悲 しい

  よ」(改 訳)『 米 国 ゴシ ック作 品集』， 国書刊行 会，1982年 。

ジャ ン ・クロー ド ・ヴ ァン=イ タ リー 「バ ッグ ・レデ ィ  袋 を持 ち歩 く

  女 」 『あ ・えむ ・で，演劇 論研究9』 ，1983年 。

ジ ョウゼ フ ・チ ャイ キン「俳優 の存在感  オ ープ ン ・シア ター と，扮装 す

  る とい うこと と，演技 す る とい うこ と，抑 制す る とい うこ とにつ いて

  の ノ」 ト」1～7， 『テア トロ』，1984～1985年 。
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ク リス トファー ・イネ ス 『アバ ンギャル ド・シア ター』(監 修 ・共訳)， テ

  ア トロ社，1997年 。


